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栃木県は、平成30(2018)年9月、県内企業の生産性向上、競争力・収益力強化による地域経済の活性

化及び雇用創出の実現を図るため、「栃木県ＩｏＴ推進ラボ」を設立し、産学官金の多様な機関が連携して 

①ＩｏＴ等(ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩ、ロボット等)の関連取組の集約・共有・発信、②ＩｏＴ等の導入・活用促進 

③ＩｏＴ等を支える産業の成長促進、及び④ＩｏＴ等活用プロジェクトの創出に取り組んでいるところです。 
 

東日本電信電話株式会社栃木支店(支店長：長谷部 周彦 以下、ＮＴＴ東日本)は、「プロジェクト推進ア

ドバイザー」として、栃木県ＩｏＴ推進ラボの各取組を支援しており、８月には、ＩｏＴ等を活用した新しいアイ 

デアの創出を図る「地域課題解決型アイデアソン」を開催したところです。 
 

この度、下記のとおり、ＩｏＴ等活用方策の策定に向けた「ＩｏＴ等活用プロジェクト推進事業」を令和元 

(2019)年12月5日より開始（実証実験を含む）することを御報告いたします。 

なお、実証実験については、個人情報の保護や安全な実施環境確保の観点から非公開とさせていただき 

ます。 

 

記 

 

１．背景・目的 

ＩｏＴ等の利活用により新たな付加価値を創出するため、ＩｏＴ等を利活用できる人材を育成するととも

に、ＩｏＴ等の技術を活用して解決を図りたい地域課題の中からプロジェクト化したもの（以下「プロジェク

ト」という。）の実証実験を実施する。 

 

２．プロジェクト概要 

（1）保育園における画像認識を使った人物識別等 

①  課題 

お迎え時の園児の安全性の確保と、保育士不足等による、園児の行動範囲(居場所等)の把握

が課題となっている。 

② プロジェクトを通じて解決したい内容 

・ 画像認識による保護者等の特定 

・ 園児の行動範囲の随時把握 

③ プロジェクトメンバー（順不同） 

・ 株式会社 NTT ドコモ栃木支店 

・ 株式会社 マテハンソフト 

・ 栃木市 こども未来部 保育課 

・ 栃木県 保健福祉部 こども政策課 

  
 栃木県ＩｏＴ推進ラボ「IｏＴ等活用プロジェクト推進事業」について 



 （2）台風等によるビニールハウス等被害状況の早期把握 

①  課題 

台風等により、広範囲にわたって施設園芸（ビニールハウス等）において甚大な被害が発生す

るが、被害状況を把握するためには現地確認以外方法がなく、被害を把握するのに時間を要して 

いた。 

②  プロジェクトを通じて解決したい内容 

被災エリアの迅速な特定及び、被害状況の把握ができる仕組みの構築 

③ プロジェクトメンバー（順不同） 

・ ＩＴ Support パソコン太郎 株式会社 

・ 栃木市 産業振興部 農業振興課 

・ 栃木県 農政部 農政課 農政戦略推進室 

・ 東日本電信電話株式会社 

（3）議会における聴覚障がい者との円滑なコミュニケーションの推進等 

①  課題 

 日光市では平成 30(2018)年度に手話言語条例が施行され、聴覚障がい者・手話言語への理

解促進と合理的配慮の取組が実施されているものの、日光市には手話通訳者が少なく、聴覚障 

がい者が議会の傍聴を希望した場合に派遣要請に応えられなくなることが想定される。 

②  プロジェクトを通じて解決したい内容 

議会において聴覚障がい者がいつでも内容を理解することができる環境の構築 

③  プロジェクトメンバー（順不同） 

・ 富士通株式会社 関東支社 栃木支店 

・ 株式会社ケイエムシー 

・ 日光市 議会事務局 議事課 

・ 栃木県 議会事務局 政策調査課 

・ 栃木県 保健福祉部 障害福祉課 

・ 東日本電信電話株式会社 

（4）肉牛の体格測定の省力化 

①  課題 

より良い品質の肉牛を生産するためは、体重・体格管理を行うことが不可欠であるが、牛を保

定して計測する際、非常に労力がかかるとともに、計測者が危険を伴う場合がある。 

②  プロジェクトを通じて解決したい内容 

肉牛の体重・体格測定の省力化 

③  プロジェクトメンバー（順不同） 

・ ＪＡおやま 営農部 農畜産課 

・ ＪＡおやま 肥育牛部会 

・ エヌ・ティ・ティ・ビズリンク株式会社 

・ 小山市 産業観光部 農政課 

・ 栃木県 下都賀農業振興事務所 経営普及部 農畜産課 

 

 

 

 



（5）開花状況把握等の省力化 

①  課題 

矢板市の八方ヶ原はつつじの名所となっており、毎年多くの観光客が訪れるため、市は開花

状況をタイムリーに発信することに努めているが、該当エリアは通信圏外であり、開花状況を確認 

するためには現地での目視確認しか手段がない。 

②  プロジェクトを通じて解決したい内容 

開花状況等をタイムリーに把握できる仕組みの構築 

③  プロジェクトメンバー（順不同） 

・ 株式会社川又感光社 

・ 株式会社ロックガレッジ 

・ 株式会社都市開発コンサルタント 

・ 有限会社日本蘭科植物園 

・ 株式会社ファンテクノロジー 

・ 矢板市 経済建設部 商工観光課 

・ 栃木県 産業労働観光部 観光交流課 

・ 栃木県 環境森林部 自然環境課 

 

３．今後の取り組み 

今後、ＮＴＴ東日本は、5 つの実証実験を実施し、実証実験の結果を基にＩｏＴ等を活用した課題解決

方策等について、令和２（2020）年 2 月末までに、栃木県産業労働観光部産業政策課に報告する。 

※ 実証実験内容及び実施予定日に関しては、【別紙】地域課題一覧をご参照下さい。 

 

４．取材について 

各プロジェクトの実証実験に関する取材を希望される場合は、下記お問い合わせ先にご連絡下さい。 

なお、実証実験によっては取材できないものもございますので予め御了承下さい。 

以上 

 

 

報道発表資料に記載している情報は、発表日時点のものです。 

現時点では、発表日時点での情報と異なる場合がありますので、あらかじめご了承いただくとともに

ご注意をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

NTT 東日本栃木支店 

ビジネスイノベーション部 

第一カスタマーリレーション担当 

大坂、松平、坂本 

TEL：028-632-4144 



 



＜参考＞ 

栃木県ＩｏＴ推進ラボの推進イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局：産業労働観光部 産業政策課 産業戦略推進室 


